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１月１８日（水）に１１回目の校内授業研究会を行いました。今回は、

１年２組で家庭科の授業です。資料を見ながらグループで行う調理実習の

準備段階として役割分担などの計画を作成する授業でした。

調理実習は、心身ともに健康で安全な食生活のための食育の推進を図る

視点から行われます。将来の自立した社会人として、食生活の自立を目指

し栄養と献立、調理や地域の食文化などに関する学習のために行われます。

中学校で初めてとなる調理実習では、聞き慣れない言葉（「少々」「下

ごしらえ」）にと惑ったりしながらも、役割分担決定までたどり着き、調

理の手順に沿って野菜を「切る」「炒める」「蒸らす」「盛り付ける」分

担などの計画が決定しました。中には「調理自体初めてです！」という生

徒もいて、トライアンドエラーと支え合いで協力しながら調理の難しさや

楽しさ、日頃、自分の健康を支えるために調理してくれる方々への感謝の

心を育ててくれることを期待しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

３年生は、学年末テスト

が終わったと思いきや私立高校の入試がスタートしました。すでに複数の

私立高校の合格発表もありました。合格通知書は校長から生徒に手渡され

ますが、その際、「感謝」「配慮」「準備」の３つを話すようにしていま

す。これまで自分を支えてくれた家族や友達、先生方への感謝、これから

本番の入試を迎える仲間たちへの配慮、４月からのスタートに備えて義務

教育学校時の学習を総点検することと、社会

に巣立つものとしての心を整える準備。仁井

田中学校を巣立つものとして誇りを胸に、残

りのかけがえのない期間を大切に過ごしてほ

しいと思います。心から …

※仁井田中学校ホームページもこまめに更新されています。ぜひご覧ください！
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